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１．はじめに 

  近年では景観、生態、親水などの環境的観点から、

さらには河道の粗度を上げ出水時の流速を軽減すると

いった水理学的観点から河道内に支障のない範囲で樹

木を残そうという方向に動きつつある。 

  そこで本研究ではまず河岸植生のうち樹木のみに着

目し、それがどの程度出水時の流水の抵抗になるかを

調べて、次に雪堆積場として利用されている札幌市豊

平川における河畔林の破壊状況の調査を行った。 

２． 河畔林の抵抗の評価 

 流下方向に一様な流れを考え、横断方向にだけ変化

するとする。また横断方向の平均流速はゼロとする。

一次元の浅水流理論を用いると流れは次式で与えられ

る。 
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 (１)式をダルシーワイスバッハの抵抗係数ｆや横方向

の拡散を考慮して表現したものが（２）式である。 
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λε = ：横方向の拡散係数  

η：局所河床高  Ｈ：水深 τｂ：河床せん断力 

ｙ：横断方向の距離 ｕ：局所平均流速（水深平均値） 

λ：無次元横拡散係数 Ｉ：平均河床勾配 

（２）式を用い、北海道札幌土木現業所の河川流量調

査報告書（側線距離、水深、流速、水面勾配ｅｔｃ）

をもとにｆの値を算出した。計算によって求まった流

速分布と実測流速を照らし合わせ、実測値に合うよう

にｆの値を変化させる。その代表例を図－１に示す。

また、河道の抵抗には、土木的構造物やさまざまな地

形的特徴が考えられるが、今回は樹木のみに着目し、

河畔林の調査を行い、河畔林を代表する樹木の樹径、

樹高、単位面積当たりの幹、枝の本数を測定した。 

図－１ 厚別川横断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に河畔林の抵抗を表現するために阻害面積(単位面

積当たりの幹および枝の本数＊樹径２)とｆの値をプロ

ットし、線形近似した。（図－２） 

  図－２から樹径が大きくなり本数が増えると阻害面

積が増えｆの値も大きくなるという比較的良い相関が

示された。 
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３．豊平川河畔林の調査 

  豊平川の高水敷は札幌市の雪堆積場として利用され

ている。今回の調査の目的は平成１２年度に行った調

査結果と比較し河畔林の破壊状況を調べるというもの

である。測定箇所を図－３、測定結果を以下の表－１

にまとめる。表中の網かけが雪堆積場として利用され

ていた地点で、その他が対岸である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 豊平川地図 

表－１ 
測定箇所 

観測場所―左右岸 
本数 
(本) 

樹径 
(ｃｍ) 

樹高 
(m) 

樹齢 
(年) 

去年 3.56 3.18 2.9 5 右岸 
今年 2.5 3.14 2.6 5 
去年 1.56 9.87 7.5 13 

環状 

左岸 
今年 1.35 12.1 8.0 14 
去年 4.0 4.14 4.0 5 右岸 
今年 3.0 4.46 4.7 5 
去年 0.89 11.7 9.7 13 

雁来 

左岸 
今年 0.89 14.5 9.9 15 
去年 2.78 5.1 3.2 7 右岸 
今年 2.12 5.25 3.4 5 
去年 0.89 10.8 7.0 12 

南１９条 

左岸 
今年 0.89 10.8 10.5 13 
去年 2.44 5.73 2.0 5 左岸 
今年 2.11 5.7 2.1 4 
去年 1.0 9.55 7.5 9 

南２２条 

右岸 
今年 1.67 10.5 7.8 10 
去年 3.33 4.46 2.5 5 右岸 
今年 2.78 4.6 2.6 5 
去年 2.22 7.0 6.3 7 

ミュンヘン 

左岸 
今年 1.56 9.55 8.7 8 

  表－１から雪堆積場の河畔林では若い木が多く、樹

径及び樹高が小さい値を示している。さらに単位面積

当たりの幹、枝の本数は全体的に去年より減っている。

また対岸では、樹径、樹高ともに去年よりも大きな値

を示している。これらのことから雪堆積場の河畔林は

捨てられた雪や作業機械によって押しつぶされたり傷

つけられるが、逆に対岸では河畔林は成長している。 

  豊平川における出水時の各地点の流量観測は行って

おらず河川流量調査報告書が得られなかったために側

線距離、水深、流速、水面勾配の実測値を使って計算

して直接ｆの値を求めることができなかった。そこで

他の河川を調査して得られた阻害面積とｆの関係式

(図－２に示した近似式)を用いて逆算することで去年

と今年で抵抗係数ｆの値がどの程度変化したかを平均

値で比較した。（図－４） 

  図－４から今年と去年を比較して雪堆積場では多少

抵抗値が減っており、それ以外の地点では増えている

事が分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ ｆ値の変化 

４．まとめ 考察 

  河畔林の単位面積当たりの幹、枝の本数および樹径

が大きくなれば抵抗係数 f も大きくなるという見解を

持った。雪堆積場の河畔林の抵抗値は徐々に減りつつ

あり、また対岸では逆に増えている。今回の結果から

考えられることは、雪堆積場の河畔林は冬の間に捨て

られた雪や作業機械によって押しつぶされ破壊されて

しまうということ。これは実際に調査を行った時、倒

木や若い木が多かったことからも考えられる。 

  今後の研究課題としては、今回ヤナギの種類や河畔

林の形態（樹林帯の大きさ、形、樹高）による抵抗の

違いを調べるまでには至らなかったことをふまえ、上

記のことや護岸の種類による河畔林の状態の違いを研

究し、さらに多くの河川でデータを集めていきたい。 
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